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.

梅
園
の
家
は
醫
を
業
.
と
し
て
ゐ
f:
o

祖
父
麵
山
義
房
が
そ
0

業
を
始
め
、
.

父
虎
角
儀
二
こ
れ
を
繼
い
だ
。
家
は
決
し
て
：富
有
で
な
か
っ 

た
こ
と
は
、■
梅
園
が
幼
時
そ
の
^

^

部
綱
齋
の
m

に
.
：入
り
、
山
越
四
里
.
の
；途
を
通
.
.ふ
に
歡
^

跳
足
.
で

あ

っ

亡

の

：た
.
、

師

の

綢

齋

が

憐

ん

で 

草
展
を
與
べ
た
と
い
ふ
逸
話
で
も
想
像
出
來
存
タ
^

か

セ
^

の
こ
と
は
今
日
か
ら
想
像
す
る
如
^

極
貧
で
あ
っ
亡
ゎ
け
で
は
な
か
ら
、

〜
 

當
時
少
年
0

跳
足
は
地
方
に
あ
っ
3

は
.

一
般
の
こ
と
で
あ
つ
ね
か
ら
で
あ
.
る
0

:

富
永
村
.

の
如
き
邊
鄙
な
所
に
生
ま
.れ
广 

,

そ
の
家
■
も
貧
し
か
っ
た
が
、、
そ
の
家
は
醫
者
で
.

あ
々
’

當
時
と
し
.
て
.
は
學
問
的
零
圍
氣
-%

金
然
缺%

て
：ゐ
?:

ゎ
け
で
：は
な
/>

。
殊
に
祖
ハ
夂
.
. 

撤
山
は
數
學
を
よ
：く
し
广
遺
著
に
：算

寶
4

卷
が
あ
っ
?:
:

と
^

ふ
0

/

好
學
の
素
質
は
祖
先
か
ら
受
け
.

っ
い
、
で
.ゐ

た

や

ぅ

で

あ

る

で

■■
 

4
 

- 

.*

彼

の

最

初

の

部

綱

齋

は
®

後

种

築

藩

；の
M

者
:'
&

あ
る
。,
初
.

め
京
都
に
遊
び
、
伊
藤
東
涯
に
.っ
い
た
が
、
，後
江
戶
に
出
ひ
.
.室
塢
1:
-

(0
.

•

 

•

 

.

 

r
. 

.

 
.

 

.

 

.

 

> 

.

 

V
 

.

門
^
と
な
っ
^
ァ
從
づ
て
そ
の‘學
統
は
朱
子
學
派
で
あ
る
ノ
そ
ー
の
後
梅
園
十
七
歲
の
時
、
中
津
藩
0
儒
者
藤
田
敬
所
に0
.い
て
學
ん
だ
。 

藤
出
の
學
絲
.は
朋
か
.で
な
：.い
が
.、
梅
園
を
愛
し
そ
の
職
を
っ
が
し
め
ん
と
し
た
が
、
'父
母
そ
の
|子
な
る
が

故
に
、
I-
fl
.

を
許
さ
す
、
帶
. 

留

三

旬

ぬ

V

て

家

：
に
.
辑

っ

た

七

^

る
。
：そ
の
後
二
十
，

.一

歲
の
時
、
苒
び
敬
所
の
門
に
學
ん
％
が
、
"
そ
の
齡
響
は
あ
ま
り
大
で
あ
っ
仁
と
は 

思
は
れ
な
..い
。
却
っ
て
綾
部
綱
齋
か.ら
曼
け
た
影
響
は
大
身
か
っ?:
•
や
ぅ
で
あ
：る
。
綢
齋
の
次
子
麻
田
剛
立'と
は
.莫
逆
の
夂
で
あ
っ?:
。
. 

剛
立
は
梅
園
よ
及
若t

〕

と
十
一
一
歳
、
幼
よ
り
天
文.|
:
好
.み
：、
長
じ
て
天
文
曆
術
及
び
醫
學
文
以
っ
て

.一

家
を
な
し
ど
い
し
か
し
梅
園
が. 

天
地
造
化
に
疑
ぴ
复
抱
く
や
ぅ
忆
な
っ?:
0 .
は
ニ
士
歲
の
頃
#
あ
る
：と
.い
ふ
か
ら
、
剛
立
が
梅
園
に
歡
響
し
仁
と
ゝ
ぃ
ふ
よ
り
：も
、
' む
し
ろ 

梅
屑
が
翎
立
に.影

！
？

を
興
べ
た
と
み
：る
べ
き
：で
あ
ら
、フ
。
後
年
雨
者
の
學
問
的
交
遊
に
お
い
て
、

.

.梅
園
i
天
地
：

Q

條
理
を
說
きr

剛
立
は 

乾
象
め
實
態
を
明
ヾ
か
に
し
パ
互
に̂
^
^
^
さ
る
る
こ
と
大
で
あ
っ
仁。
.

^
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.

. 

'芑
浦
梅
晴
の
經
濟
論'.
. 

> 

.

'

•
 

• 

.

■

五
：(

H
六
：九)

.
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六
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三
七
〇>-.

';
:

'

_

0

は
_

齋
の
：楹

朱

の

裂

を

免

め

1

ま

に

邀

奉

し|:
箸

で

ー

な-<
'
'

む
し
ろ
自
家
徽
特
の
倐
现
學
を
主
張
し
た
，)

と
は
、
前
述
の
如
ぐ
で

あ
を
が
、
娘
が
綱
齋
の
夢
.

f

家
庭
指
南」

ぺ
を
六
十
三
歲
<0
時
贫
_
刻
し
^
存 

：

■

■ 

- 

.

.

.

. 

.
 

*  

+
•
.
.
.
.
. 

- 

.

.

.

-

.

1

庭

壇

「

父
S

舞

：蓄

有

,

I

有

與

^
^
^
^
^

な
い
が
、ハ
-5
-
ゆ
人
偷
の
道
ど
維
持
す
る
'3-
';
と
が
：人
.問 

：:■
-
.
:

.

.

■■
'
: 

- 

,
! 

、

.:

: 

,、
 

.

. 

一
 

, 

.

.

. 

-
.

•;
-1
所
謂
人
艺
道
猶
现
f

、'
:故
聖
人
^
敎

、
ン
以
レ
明
一

1

倫
理
ー
爲
レ
本
、
'學
間
之
道
、.
'以
レ
知
，
之
爲
レ
：先

，
夫

沽

畫

久

、

#

11
1:
于
二
レ
有 

"
'一
愉
ヴ
天
下
之
廣
、っ
莫z
事
不“1”  4

1
1

人
偷T

J

す 

.ぐ

.ン

.

.
:
'

梅
園
は
勿
論
^
妁
を
是
認
し
龙
な
る
ゃ
t:
だ
鎭
齋
が
#
は
#
理
と
し
て
簡
單
に
片
づ
け
て
ゐ
'る
點
を
、V

き

ら

に

：
分

析

し

、
.
.
情

慾

意

智 

ly
;s
.
'こ

れ

が

運

營

：
の

如

何

に

依

，つ

て

人

断

と

禽

獸

.と

.

Q

差

違

.？
:
生

：中^ '
:と
い
か
？
次
ぎ
&

'
ハ2

氣
流.Y

形
、一.：讀

.物
爲
1人
？
仰
觀
俯
察
、>
惟
ん
爲
&

(

儔
&

庶
物「

：.惟
此
有
意
、：
擇
-
1諸
有
意「

孰
靈
レ
於
，<

夫
天
地
無
&

、

.-
■奚
獨
人
靈
、
i

各

有

，
所
ビ
長
矣
、
：
處
者
ー

-:
,神
之
靈
也
一
、
情

慾

意

管

、
：
以

運

用

管

施

、

.
‘情
慾
意
智
、
'含
靈
各
具y

之

.
、
.
而

我
 

,
.短

，
干

，
被

、

.長
則
明
矣
、
短
M

_

i#
B
感
應
也
、
■
智
知
運
也
：;
感
應
者
っ
愛
僧
愁
惡
也
.、へ
知
運
者
、
思
慮
知
辨
也
、.

惟
物
者
、

罔v

干
：̂

i

思
慮
知
辨t

而
徑
f

其

所

，
感

寧

焉

、
! f
i
行
,其

所

遍

應

マ

而

不

：，

宿

，ー
諸
思
f

食

- '
：不

，
得&

知

證

運r

顧
然 

:

處
，
冥
然
行
、
：禽
獸
之
.所
_
1禽
獸
1也
、.
.人
者
、
#
|諸
情
r
«
i諸
智f

紫
宿ii:

諸
情
ハ
耻
好
惡
推
擴
而
感
應
愈
廣
、
辨：_|

諸
智
ー
，
則

思

辨 

' 

.許

校

、.而

運

爲

益.明

、
：
0有

，
所

>i

推

擴
”
則

感
h

念
.
.乙

、

故

愛

：好

、

擴

」

之

爲
_

、
、
憎

惡

肆

乏

爲
&

、
%

1所
-
1計

校

；
.
則

擇

ニ

舍

ト 

1
、

ー
處
置
得
，
宜

、
、
之

爲

ぃ

是

、

處

置

失

，
當

"
■之

爲

，
非

、

思

得

：
一
善
惡

.i
辯
-一

！

是

非r:

此
.心

惟

人

有

，
之

、

.
人
之
貴
也
、''
故
思
之
隱
、以
種
レ 

.
'，仁
，
辨
之
差
、
以
生
レ
：義
、
：苟
無
辦I.

隱
差
マ
禽
獸
奚
擇
、j
A
r散
^

序〕
0、.
い
.
：

.

.

- 

、

“ 

：

、

\ 

.

そ
の
議
論
の
^

徽
^

點
は
致
底
鎭
齋
^

及
ふ
と
.
、)

.
ろ
.
で
■

は
な
い
？
*

.

智

.
Q

働
き
が
.

思
辯
副
校
す
る
力
を
も
t>
,、
そ
の
點
に
人
間
の
禽
獸

と
異
な
る
所
以
克
求
め
仁
こ
と
も
ハ
當
^

し
て
異
各
涞
石
も
^

で
ぁ
る
ゎ
し
”

し
そ
の
偷
理
的
歸
趨
は
賴
齋
と
同
じ
く
、

.

. 

f

A
' r
タ
子
.3?
弟
~
'外
1

*
辟
男
矣
而
後
貴
賤
長
幼
相
*

夫
婦
婚
姻
相
親
、
1
£
思
智
之
知
辨
ハ

'

 

畜-I

情
慾
之
感
應
■

「

勢
不
.辱

..
-不
レ
然
矣 

i

c

s

v
 

:'
:

::
'
.
-
'
r
.
.
:.
:
.
r
'
:
'

.

'■
•
‘ 

. 

: 

V 

.

-

と

し

ナ

看

時
Q

M

貢
秩
序
を
容
認
し
て
.

ゐ
る
。
こ
の
こ
^

ほ

必

す

し

傷

齋
.
の
'

影
響
.
と
5

ふ
必
；耍

も

な

い

が

、
.
.
崎

齋

の

著

書

を

覆 

10

す
る
こ
と
に
盡
沩
じ
た
所
以
で
ぁ
ら
ぅ
.

0

■■
.
，

，

-

;.
彼
の
學
問
硏
究
._の
態
度
を
決
定
す
る
'に
際
し
,:
.
.延
享
兰
年(

こL

十
一
ニ
歲
の
時
の
長
崎
行
麥
れ
曹
の
關
係
が
ぁ
つ
た
か
明
か
で
な

い
。
一
天
她
自
然

'の
現
象
に
疑
惑
f

,

つ
為
園
が
當
時
洋
學
I

 

2
置

：で
.念

た

長

_
に
趣
ん
.で
、

.

何
ら
學
間
上
の
資
益
が
贫

た
と
は
考
へ
A
れ
な
い
。
し
か
し
何
ら
具
體
的
な
.證
跡
：は
な
い
。

「.

梅
園
詩
集」

卷
之
上
に
ぁ
る
S

崎
僧
-一
大
潮
禪
師
-
ち

余

歸

期

已
 

逼」

.ー
は-こ
(0
時

办

作

か

と

思

：ふ
：が

、

,

'

.

.

:
ニ
丫
^
^
^
^ ̂

.

'
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'

•

. 

• 

.

:
.

「

掌
上
美
殊
. ^
,

' *
衣

：
；. :
.江
山
檇
摩
有
_ァ

光

輝” 

.

.

. 

.

'

,

先
容
已
識
r
如
デ
明
乃
.フ
：
；
：
..：：
步

至1 ,
湖
.
1空
レ
手
歸
、」

：
' 

.

.

.
• 

S

;
' 

;  
•

手
.を
空
し
ふ
し
て
歸
る
'と
^
何
を
意
味
す
る
か
、
今
こ
れ
支
明
か
に
す
る
こ
と
を
爱
い
。
大
潮
禪
師
に
つ：5

|

未
だ
考
.へ
な
い
。

' 

.
猜

福

年

.

.の1置
者
い
蘭
化
馨
良
澤
が
中
*
管

官
醫
で
l

i

園
も
.意

f

そ
の
師
藤
田
敬
所
韋
律
.に
訪
ね
^
^
^

,菌

化

奮

は

恐

ら

-<
梅
園
の
麵
る
と
こ
.ろ

翁

ら

>タ

し

：妒
し
冬
.の
學
問
的
交
渉
^'
^
 ̂

へ 

、.：か
く 

^

:の
：.擧
間
0

1
統
上
.お
如
^

、
彼

の

科

學

的
#
究
方
法
.を
誘
缵
し
扣 

'ゎ
れ
は
當
時
0
特
代
的
傾
向
を
考
へ
4

^

#
の
'
.ゃ
、フ
な
學
問
的
方
法
弩 

'

ガ
ら
寶
厲
ー
明
和
、'
:所
謂
昍
消
時
代
に
か
け
て
输
學
の
勃
.
興
.
し
セ
ユ
と
.

は
異
常
な
も
の
沿
為
々
/
:
又

,

 ̂

.

1

1

1

-
 

/
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■
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三
.滞
梅
w
の
^
濟
論
'

'
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'

-
ハ
..
:
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.

■

'
.
'
'

,

•'
''
、

'

-

.
.展
の
奢
し
い
も
ゆS

も
？
.十
般
&
考
へ
：も
'

 

貨
幣
經
濟
の
進
展S

れ
て
著
し
i

實
的
ぼ
つ
て
ゐ
ゼ°
:そ
の
雜
f

少
な
く
な
か 

.

.

.

.若

が

、
：：他
面
直
思
敏
發
展
の
一
般
聖■

作
警
o
つ
ぁ
づ
ぢ
と
い
つ
て
上V
。
-

パ

ぃ
豐
後
の
：̂
田
舍
，
E

村
の.一

靑
年
が
天
文
舉
の
賣
讀
み
な
が
ら
、
.自

ら

観

察

し

、
.
.
自

ら

次

球

儀

齧

 

ゐ
る
時
、.
.殆
：

M

ど

時
I

じ

、
フ

し

て

將

馨

宗

が

t

渾

天

儀S

り
、
江
戶
神
田
に
天
文
臺
€

築
い
n

:°
'

時
代
S

潮

墓

：ふ
I

が
出
來
ょ
ぅ
。
，

'.

同xi

時
^"1

生
き
i

打
人
人
S
，
前

述

の

同

年

：

@

前
野
良
澤
や
$

嚮

.の
外
に
、
ぃ
當
玄
肖
本
多
利
明
つ
本
居
宣
長
、
^
0
0
0
.-
 

.

.

等
を
思
ふ
.と
、
.そ
.こ
に
相
適
す
る
も
の
の
|

こ
と
こ
と
金 

ご
'

.
:
.
' 

•

3
か
.し
梅
園
は
西
洋
學_

足
.し
て
ゐ
ね
ゎ
け
で
は
な
い
。
そ
の
巧
妙
澈
緻
？

と
を
認
め
.て
も
、
そ
れ
に
飽
き
足
ら
な
ヵ
つ
す
の
-T

' 

•ぁ
る
®
.
'

抓
揭
多
賀
歡
卿
に
答
ふ
る
賓
に0

て
も
、

.

.
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「

尤
天
文
雄
理
天
行
の
推
步
は'
西
學
人
し
て
段
段
精
密.に
い
仁
り
候
へ
共
、
そ
れ
は
そ
れ
切
に
し
て
天
地
の
條
理
に
い
仁
り
て
は

今
に
®̂

と
存
す
る
人
.も
不
承
候
、

」
..

ぐ
.

,

.•

'

梅
園
欺
度
@
長
崎
行
は
安
永
七
年
五
十
六
歳
の
時
で
ぁ
つ
ね
が
、
通
事
吉
_
耕
牛
：、
松
村
瞿
等
と
交
り
、"單
.に

天

文

曆

學

等

.
の

慶
 

科
擧
方
面
ば
か
り
で
な
べ
、
西
洋
の
風
俗
人
情
制
度
等
の
知
識
を
も
得
忘
で
ぁ
つ
亡
。

〕

詳
細
|

梟

「

歸
山
錄」

ー
#
に
記
--
5
れ
て 

ゐ
.
る

°

そ

の

後吉
雄
耕
_
か
ら
顯
微
鏡
を
贈
ら
れ
、'太
い
.に
喜
び
、
.長
詩
を
賦
し
て
感
謝
の
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萬
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萄
美
酒
白
主
舟
、
邏
巴
酉
物
逐
ぃ
次
陳
、
經
營
不
苠
東
方 

人
、
字
以
购
歐
禹
碑
^
觀
飛
動
勢
逼
舄
先
生
胷
中
笋
太
洋
マ
爲
务
苦
養
海
西
狀
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